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１．はじめに 

 千葉県木更津市郊外にある清見台南地区は，昭和

38 年頃に台地状の地形を切り崩して宅地開発し，造

成された．本研究を実施するにあたって，あらかじ

め木更津市役所に当時及び現在の擁壁の状況を聞き

取り調査し，この地区においての擁壁の実態調査を

行った．調査の結果，現在でも違法とされている擁

壁が数種類あった．その中でも増し積み擁壁が多く

用いられていることが分かったので，その擁壁の危

険性を指摘し，いくつかの課題を挙げることにした． 
 

２．宅地の擁壁 

切土や盛土部で斜面の土が崩れるのを防ぐために

設けられる壁のような構造物のことである． 

本研究に関連する主な擁壁を以下に述べる（写真

-1，2）． 

2.1 間知ブロック練積み造 

コンクリート製のブロックを継ぎ目にコンクリー

トを用いて積み上げることにより一体性を有した擁

壁である（写真-1）．調査対象地区で最も多くみられ

る擁壁である． 

 

2.2 鉄筋コンクリート造 

 壁及び床版には，土圧を受けるために必要な鉄筋

が配筋される．様々な立地条件に合わせて，構造計

算により造ることができる（写真-2）．調査した地区

において，新しく建てられた宅地に多くみられた． 

 

３．増し積み擁壁の実態調査 

3.1 増し積み擁壁 

宅地の擁壁は宅地造成法により施工可能な擁壁が

限られている．施工が不可能とされている擁壁の共

通点として，土圧に抵抗する強度が不足しているこ

とが挙げられる．その中でも増し積み擁壁は，既設

の擁壁が支えている住宅基礎に新たに盛土を施し，

既設の擁壁にさらに擁壁を付け足したものである

（図-1）． 
3.2 外観調査 

図-2 の点線で囲っている場所が本研究の対象地 
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図-1 増し積み擁壁概要図 

写真-1 間知ブロック練積み造１） 

写真-2 鉄筋コンクリート造１） 
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区で，実線で印している箇所が増し積み擁壁の位置

を指している．最初に増し積み擁壁を目視による外

観調査で行ったところ，擁壁の数は 146 個所確認で

きた．その内，41 個所は増し積み擁壁で，対象とな

る地区の 3割が増し積み擁壁であることが分かった

（図-2）．  

この結果を踏まえ，再度，外観調査を行い，既設

擁壁と増し積み擁壁の組み合わせと擁壁の状況を明

らかにした（表-1，2）．既設擁壁のほとんどが間知

ブロック練積み造であることが分かった．また，最

も多い増し積み擁壁の組み合わせは，間知ブロック

練積み造とブロック積みの組み合わせであった． 

増し積み擁壁のほとんどにはらみ出しがみられ，

水抜孔が設置されている箇所は少なく，逆に継ぎ目

のひび割れが生じている個所は少なかったことが分

かった． 

 

3.3 増し積み擁壁の危険性 

増し積み擁壁には大きく分けて三つの危険性があ

る．一つ目に増し積みされた擁壁には水抜孔が作ら

れていない場合が多く，排水性が悪くなっている．

そのため既設の擁壁には，はらみ出しが発生しやす

くなり，大雨や地震があった際に盛土が崩れる危険

性がある．調査した全ての増し積み擁壁に，はらみ 
出しが確認されている． 
二つ目に増し積み擁壁は設計計算をせずに施工さ

れている可能性が高いことである．市役所によると

調査した地区でも宅地造成をした際に，より速く作

業を進めるため細かな設計計算はされていないこと

を指摘していた．そのため，宅地の増し積み擁壁は

土圧に抵抗する強度を有していないと考えられる． 
 

 

 
 

 
三つ目に，増し積み擁壁は既設の擁壁に新たに継

ぎ足しただけの擁壁である．既設の擁壁と継ぎ足した擁

壁の継ぎ目が十分に接着されていないため，継ぎ目の

部分が脆く，その部分から崩壊する危険性がある．継ぎ

目の部分にひび割れがある増し積み擁壁は1割程度確

認でき，残りの約 9 割の擁壁は確認できなかった． 

 

４．まとめ 

 本研究では木更津市郊外にある台地を切り崩して

造成した宅地において，擁壁の実態調査を行った．

その結果，増し積み擁壁が背後地盤から押されて崩

壊する可能性があるということが分かった．今後の

課題として，本研究で得た情報から増し積み擁壁の

危険性に関する計算を行い，この計算結果をもって

崩壊の危険があるのかどうかを判断する必要がある．

そして，増し積み擁壁の崩壊を防ぐためには，安価

で簡易な補強工法を検討していきたい． 
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表-2 擁壁の状況 

表-1 既設擁壁と増し積み擁壁の組み合わせ 

調査項目 有（個所） 無（個所）
はらみ出し 38 3
水抜孔 6 35
継ぎ目のひび割れ 5 36

図-2 調査対象地区の増し積み擁壁位置 

既設の擁壁  +増し積み擁壁 （個所）
間知ブロック練積み  +ブロック積み 29
間知ブロック練積み  +大谷石積み 3
間知ブロック練積み  +鉄筋コンクリート 5
間知ブロック練積み  +玉石積み 3

鉄筋コンクリート  +ブロック積み 1
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